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福祉の拠点整備基本計画検討委員会の意見と基本計画への反映 

 

意見 議事録抜粋（①第 1回、②第２回） 見解 基本計画への掲載の仕方 

１ 高齢者や障がい者のための避難所 

① 対象地は、中川沿いにあるため、水害のための避難所を取り

入れてはどうか。現在、高齢者や重度の障がい者も健常者と同

じ場所へ避難することとなっている。精神疾患の方の家族か

ら、障がい者が大声を出したりして周囲に迷惑をかける恐れが

あるため、避難所へ行きづらいと伺っている。そのため、高齢

者や重度の障がい者のための避難場所がほしい。 

福祉サービスは概ね行き届いていますが、

「生きがいづくり」として高齢者や障がい者

の働く場や生活を豊かにするための趣味等の

活動機会を増やすため、それらのニーズに対

応することが必要であると考えております。 

また、福祉の拠点整備は、民間事業者の提案

により、検討がされるものと考えております。 

 

 

●高齢者や障がい者のための避難所について 

民間事業者の募集要項等に含めるなどを検

討します。 

 

●駐車場の整備について 

必要となる台数を確保します。 

残りの部分は民間事業者の提案によるもの

と考えております。 

・民間を活用した福祉サービス施設 

２ 障がい者のグループホーム 
① 障がい者等に何かあった際の預け先が市内にはなく不便であ

るため、ショートステイ先がほしいという意見を伺っている。

そのため、グループホーム等、生活の居所としての機能も欲し

い。 ３ 障がい者のショートステイ 

４ 障がい者家族の逃げ場（シェルター） 
① 精神疾患の方が家族へ暴力をふるってしまう場合があり、そ

の際の家族の逃げ場（シェルター）の機能も欲しい。 

５ 高齢者が健康維持できるような施設

があると良い。 

① 福祉について偏りすぎず、健常者もトレーニングできる場所等、

健常者への配慮もしていただきたい。 

② 高齢者が健康維持できるような施設がよいと思った。 

６ 駐車場の整備 
② 駐車場を広く取らないと集客できなくなる。そのため、立体駐

車場にするといいと思った。 

７ 軽い運動やトレーニングができる場

所（若者でも利用したくなるダイエッ

トスペース） 

① 若者が吉川市で遊ぶことを目的に来ることがないため、若者の

利用について検討するのであれば、散歩などの軽い運動を目的と

した人が気軽に立ち寄れる場所、様々な人と交流できる場所とし

ての機能を検討すると良いと思われる。 

多様な人々が生きがいを持って充実した生

活を送るため、スポーツができる場所などの

生活利便施設の導入が必要であると考えてお

ります。 

また、福祉の拠点整備は、民間事業者の提案

により、検討がされるものと考えております。 

・生活利便施設 

８ プールの整備 
② 民間のプールも含め、学校との連携について考えていくといい

と思われる。 
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意見 議事録抜粋（①第 1回、②第２回） 見解 基本計画への掲載の仕方 

９ 子育て中の母親が情報交換できる場

（地域食堂のような子どもや母親、高

齢者等が交流できる施設） 

① 高齢者や子ども連れの母親等、利用者同士が交流できる施設が

良いと考える。 

市民のだれもが分け隔てなく、交流するた

めには、交流する空間やイベント提供など、交

流する機会を提供することが必要であると考

えております。 

また、福祉の拠点整備は、民間事業者の提案

により、検討がされるものと考えております。 

・地域コミュニティ（交流）スペース 
１０ 親子や多世代交流のための交流ス

ペース 

① 子どもや母親、高齢者等が交流できる施設が良いと思われる。 

② 多世代交流という点で、乳幼児を含めた児童、障がい者、高

齢の交流を望むであれば、本日見学した施設のような乳幼児用

のスペースがあればと思う。 

１１ 音楽スペース ② 音楽スペースなどは若者も来られるのではないかと思った。 

１２ 自治会が利用できる会議室 

① 本敷地の北側に築年数４０年以上の集会所があり、利用者同

士の意見では、本施設に会議スペースがほしいとの意見が出て

いる。 

社会福祉協議会の共用スペースを、貸出し

用会議室として活用する予定です。 
・社会福祉協議会事務所の共用スペース 

１３ 事業への民間事業者導入の可能性 ① 金銭面についても重視しながら検討していただきたい。 

サウンディング型市場調査の結果、民間投

資による事業を行う意向のある事業者が複数

あり、民間事業者参入による事業の可能性が

十分にあると考えております。 

・事業手法に反映 


